
や
ま
な
み
参
詣

海
南
古
道
ま
つ
り

第
十
四
回 

「
熊
野
・
高
野
」
短
歌
・
俳
句
大
会
作
品
集

春
日
風
鈴
ま
つ
り

◦
日
時

　令
和
元
年
八
月
一
日

◦
場
所

　和
歌
山
県
海
南
市

「
春
日
神
社
」
に
て
作
品
発
表
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春日風鈴まつり
「短歌・俳句」表彰式次第

開催日：令和 元 年８月１日（木）

Ⅰ　邦楽演奏　13：00（拝殿にて）
・演奏と舞　海南文化協会邦楽研究部の演奏

つつてん踊り

Ⅱ　祭　　典　式 13：30（拝殿にて）芸能上達・振興祈願祭
１.修 ば つ
２.祝辞奏上
３.玉　　串

Ⅲ　表 彰 式　14：00 頃（拝殿にて）※祭典終了後すぐに行います
・春日万葉の森歌垣大会　花畑重靖会長　あいさつ
・選者の先生方の紹介
・来賓紹介
・大賞作品の朗詠
・表彰　春日万葉の森歌垣大会　短歌・俳句

「熊野・高野」短歌・俳句大会
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や
ま
な
み
集
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選
者
の
こ
と
ば

桑
　
島
　
啓
　
司

　

人
は
心
や
体
を
浄
め
る
為
に
神
社
仏
閣
を
巡
拝
す
る
の
は
、
遠
く
神
代
の
昔
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

当
俳
句
大
会
は
、
取
材
範
囲
を
熊
野
と
高
野
に
限
定
し
て
い
る
の
で
、
作
句
兼
精
神
修
行
の

場
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
修
行
も
単
に
句
作
り
の
行
と
言
う
よ
り

も
、
俳
句
を
通
じ
て
精
神
お
よ
び
肉
体
の
修
行
と
思
う
と
当
俳
句
大
会
に
参
加
の
意
義
が
倍
増

す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
に
毎
回
応
募
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
々
の
作
品
に
触
れ
る
と
心
が

浄
め
ら
れ
る
の
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
猛
暑
時
の
汗
を
流
し
な
が
ら
の
表
彰
式
は
他
の
表
彰
式
で
は
体
験
出
来
な
い
、
肉
体

修
行
の
一
場
面
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

入
賞
さ
れ
て
猛
暑
の
た
め
に
、
出
席
出
来
な
い
方
は
あ
ま
り
無
理
を
せ
ず
に
欠
席
さ
れ
る
事

を
お
勧
め
し
ま
す
。
欠
席
す
る
の
は
非
常
に
勇
気
の
い
る
事
と
思
い
ま
す
が
思
い
切
っ
て
欠
席

し
て
下
さ
い
。

　

後
日
、
賞
状
と
副
賞
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
表
彰
式
の
あ
と
で
舞
・
歌
・
器
楽
が
奉

納
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
演
者
の
額
か
ら
汗
が
滴
り
落
ち
て
お
り
、
そ
の
姿
に
い
つ
も
心
打
た

れ
て
お
り
ま
す
。
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選
者
の
こ
と
ば

木
　
下
　
敦
　
子

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
改
元
さ
れ
た
意
義
深
い
年
、
第
十
四
回
「
熊
野
・
高
野
」
短
歌
・
俳
句

大
会
が
開
催
さ
れ
る
事
を
慶
び
た
い
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
紀
伊
半
島
南
部
で
最
初
に

咲
く
紅
色
の
桜
が
新
種
と
わ
か
り
「
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
」
と
命
名
さ
れ
た
。
国
内
の
野
生
種
と
し

て
は
一
〇
三
年
ぶ
り
の
発
見
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
は
こ
の
優
雅
な
桜
に
心
癒
さ
れ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
も
近
作
を
も
っ
て
熊
野
・
高
野
へ
思
い
を
馳
せ
た
く
思
い
ま
す
。

古
座
川
の
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
の
華
や
げ
り　

敦
子

　

古
座
川
は
巨
き
一
枚
岩
や
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
。
昨
年
、
新
種
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
が
発
見
さ

れ
遠
近
か
ら
の
花
人
で
賑
わ
っ
た
。
古
座
川
の
清
流
に
は
幾
筋
も
の
花
筏
が
加
わ
り
平
成
最
後

の
春
は
静
か
に
過
ぎ
て
ゆ
く
。

風
鈴
の
音
を
賞
状
に
巻
き
込
め
り　

敦
子

　

当
春
日
神
社
の
拝
殿
に
吊
る
さ
れ
た
数
多
の
風
鈴
は
神
名
備
の
風
を
受
け
涼
や
か
な
音
色
の

中
、「
熊
野
・
高
野
」
の
俳
句
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
る
。

　

受
賞
者
は
賞
状
に
風
鈴
の
音
を
然
も
巻
き
込
む
か
の
よ
う
に
筒
状
に
し
て
い
た
。
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〈
熊
野
〉
大
　
賞

神
社
本
庁
統
理
賞	

和
歌
山
県
有
田
市　

岸
井　

照
代

遠
足
の
子
等
の
撫
で
ゆ
く
牛
馬
童
子

和
歌
山
県
神
社
庁
長
賞	

京
都
府
福
知
山
市　

前
﨑
と
し
江

本
宮
に
万
の
鈴
振
る
花
馬
酔
木

〈
熊
野
〉
優
秀
賞

熊
野
本
宮
大
社
賞	

和
歌
山
県
串
本
町　

小
島　

素
子

み
熊
野
の
一
斉
に
立
つ
木
々
の
芽
よ

熊
野
速
玉
大
社
賞	

和
歌
山
県
紀
の
川
市　

中
島　

紀
生

山
桜
古
道
マ
ラ
ソ
ン
折
り
返
す
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〈
熊
野
〉
松
代
王
子
賞

	

和
歌
山
県
岩
出
市　

土
江　

祥
元

熊
野
路
に
白
の
残
照
花
す
も
も

	

和
歌
山
県
有
田
市　

中
谷　

恭
子

紀
伊
水
道
眼
下
に
古
道
風
光
る

	

和
歌
山
県
海
南
市　

梶
本　

博
司

闇
を
切
る
夜
振
り
の
光
牟
婁
の
川

	
和
歌
山
県
海
南
市　

澤　
　

禎
宣

瀞
峡
を
下
る
奇
岩
の
岩
躑
躅

	
千
葉
県
佐
倉
市　

小
池　

成
功

滝
落
ち
て
忽
ち
星
の
騒
め
け
り

熊
野
那
智
大
社
賞	

埼
玉
県
春
日
部
市　

櫻
井　

俊
治

荒
行
の
汗
の
染
み
た
る
窟
か
な
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〈
高
野
〉
大
　
賞

神
社
本
庁
統
理
賞	

和
歌
山
県
海
南
市　

前
田　

長
徳

源
流
は
大
師
の
山
よ
田
水
張
る

和
歌
山
県
神
社
庁
長
賞	
鳥
取
県
米
子
市　

岩
水　

節
子

秋
天
を
突
き
上
げ
高
野
杉
の
鉾

〈
熊
野
〉
選
者
賞

桑	
島
　
啓	

司
　
選	

埼
玉
県
春
日
部
市　

櫻
井　

俊
治

荒
行
の
汗
の
染
み
た
る
窟
か
な

木	

下
　
敦	
子
　
選	

和
歌
山
県
有
田
市　

岸
井　

照
代

遠
足
の
子
等
の
撫
で
ゆ
く
牛
馬
童
子
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〈
高
野
〉
優
秀
賞

高
野
山
金
剛
峯
寺
賞	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

田
嶋　

節
子

心
経
の
声
を
一
つ
に
寒
水
行

丹
生
都
比
売
神
社
賞	

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町　

野
口　
　

城

御
詠
歌
に
法
師
蟬
和
し
高
野
山

丹
生
官
省
符
神
社
賞	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

武
友　

朋
子

水
打
ち
て
は
や
売
切
れ
の
胡
麻
豆
腐

〈
高
野
〉
金
剛
院
賞

	
大
阪
府
泉
佐
野
市　

岡
本
炎
弥
子

接
待
の
茶
柱
二
本
桜
餅
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〈
高
野
〉
選
者
賞

桑	

島
　
啓	

司
　
選	

和
歌
山
県
海
南
市　

前
田　

長
徳

源
流
は
大
師
の
山
よ
田
水
張
る

木	

下
　
敦	

子
　
選	
鳥
取
県
米
子
市　

岩
水　

節
子

高
野
よ
り
散
華
の
ご
と
き
う
ろ
こ
雲

	

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町　

下
村
ツ
ヤ
子

彼
岸
会
や
無
冠
の
考
を
讃
へ
合
ふ

	

和
歌
山
県
有
田
市　

上
野
山
博
子

上
品
の
風
に
遍
路
の
一
息
つ
き

	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

楠
見
惠
美
子

奥
の
院
拝
み
て
よ
り
の
夏
期
講
習

	

和
歌
山
県
紀
の
川
市　

船
木　

栄
子

雛
僧
や
若
葉
の
下
で
念
珠
揉
み
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俳 	

句	

│	
熊 	

野	

│

野
口　
　

城
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）

１　

海
開
き
海
ひ
と
す
ぢ
の
顔
揃
ひ

２　

生
国
は
紀
州
と
あ
り
し
遍
路
杖

山
本
千
代
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

３　

王
子
碑
を
め
ざ
す
深
山
路
苔
り
ん
ど
う

４　

幽
玄
の
小
雲
取
越
遍
路
笠

亀
井　
　

洋
（
和
歌
山
県
新
宮
市
）

５　

一
の
滝
那
智
連
山
を
守
り
け
る

６　

春
立
つ
や
那
智
山
麓
の
艶
め
き
し

７　

船
釣
や
那
智
山
遠
く
な
り
に
け
り

８　

釣
り
し
河
豚
鳴
い
て
膨
れ
し
白
き
腹

前
﨑
と
し
江
（
京
都
府
福
知
山
市
）

９　

熊
野
路
に
草
よ
り
低
き
野
の
地
蔵

10　

小
鳥
来
る
大
門
坂
の
夫
婦
杉

11　

走
り
根
も
熊
野
詣
で
の
遍
路
道

12　

本
宮
に
万
の
鈴
振
る
花
馬
酔
木

岸
井　

照
代
（
和
歌
山
県
有
田
市
）

13　

熊
野
路
の
神
の
山
に
も
猪
の
ゐ
て

14　

遠
足
の
子
等
の
撫
で
ゆ
く
牛
馬
童
子

15　

杉
花
粉
纏
ひ
熊
野
を
ツ
ー
リ
ン
グ

16　

緋
袴
を
巫
女
の
払
へ
る
杉
花
粉

横
臼　

清
二
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

17　

建
国
の
神
話
を
内
に
青
熊
野

18　

悠
久
の
刻
み
畏
し
那
智
の
瀧

板
敷　

清
光
（
大
阪
府
泉
南
市
）

19　

風
死
し
て
怒
濤
捲
き
込
む
熊
野
灘

20　

水
神
の
仁
王
立
ち
せ
し
那
智
の
滝

櫻
井　

俊
治
（
埼
玉
県
春
日
部
市
）

21　

荒
行
の
汗
の
染
み
た
る
窟
か
な

22　

白
拍
子
舞
ひ
て
王
子
の
涼
し
か
り

小
島　

素
子
（
和
歌
山
県
串
本
町
）

23　

葺
替
へ
の
青
岸
渡
寺
の
み
空
か
な

24　

み
熊
野
の
一
斉
に
立
つ
木
々
の
芽
よ

御
前　

弘
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

25　

一
椀
の
中
に
宇
宙
と
熊
野
は
夏

26　

雲
海
に
出
合
へ
中
辺
路
神
の
山

土
江　

祥
元
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）

27　

梅
が
香
や
王
子
を
巡
る
熊
野
み
ち
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45　

幾
度
も
拭
ふ
発
汗
熊
野
道

椋
本　

望
生
（
大
阪
府
堺
市
）

46　

走
り
根
の
怒
り
踏
み
ゆ
く
生
身
魂

47　

古
道
ゆ
く
平
安
朝
の
薫
風
と

中
島　

紀
生
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

48　

山
桜
古
道
マ
ラ
ソ
ン
折
り
返
す

49　

春
霞
古
道
の
羊
歯
の
露
ま
ろ
し

岩
瀬　
　

守
（
山
形
県
上
山
市
）

50　

先
人
の
足
音
聴
け
り
春
古
道

51　

し
ん
し
ん
と
歴
史
刻
む
春
熊
野

吾　

亦　

紅
（
大
分
県
国
東
市
）

52　

笹
百
合
や
式
部
を
ろ
が
む
供
養
塔

53　

真
清
水
や
水
呑
王
子
古
道
入
る

嶋　
　

良
二
（
愛
知
県
日
進
市
）

54　

燕
め
青
岸
渡
寺
を
間
借
せ
り

55　

百
雷
の
落
ち
て
こ
の
身
の
那
智
の
滝

木
幡　

嘉
子
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

56　

春
光
や
絵
馬
に
願
い
の
熊
野
筆

57　

神
の
瀧
ガ
イ
ド
は
手
話
で
語
り
け
り

福
岡　
　

悟
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

58　

海
南
の
地
か
ら
踏
み
出
づ
遍
路
か
な

59　

今
ま
さ
に
鷹
鳩
化
す
る
王
子
道

28　

熊
野
路
に
白
の
残
照
花
す
も
も

中
谷　

恭
子
（
和
歌
山
県
有
田
市
）

29　

紀
伊
水
道
眼
下
に
古
道
風
光
る

30　

篠
笛
に
送
ら
れ
長
閑
参
詣
舟

前
田　

長
徳
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

31　

一
瀑
を
拝
む
み
く
ま
の
山
始
め

32　

澎
拜
と
芽
吹
く
熊
野
や
夜
明
空

33　

太
古
よ
り
山
霊
鎮
め
那
智
の
瀧

34　

大
鷹
の
傾
ぐ
山
河
や
熊
野
灘

梶
本　

洋
子
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）

35　

老
鶯
や
天
に
入
り
ゆ
く
熊
野
径

36　

熊
野
川
澄
み
て
平
ら
に
石
を
越
す

梶
本　

博
司
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

37　

闇
を
切
る
夜
振
り
の
光
牟
婁
の
川

38　

鮎
食
ら
う
遊
び
し
川
の
匂
い
し
て

39　

初
潮
や
柱
状
節
理
波
の
盾

40　

ひ
か
り
茸
漆
黒
の
闇
に
命
あ
り

澤　
　

禎
宣
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

41　

龍
天
に
登
る
熊
野
の
大
鳥
居

42　

瀞
峡
を
下
る
奇
岩
の
岩
躑
躅

玉
井　

瑞
穂
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

43　

万
緑
や
そ
の
先
に
真
帆
高
野
坂

小
池　

成
功
（
千
葉
県
佐
倉
市
）

44　

滝
落
ち
て
忽
ち
星
の
騒
め
け
り



− 12 −

12　

聖
山
の
雲
も
か
き
い
ろ
柿
の
里

武
友　

朋
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

13　

武
将
ら
の
墓
も
倒
し
て
台
風
過

14　

水
打
ち
て
は
や
売
切
れ
の
胡
麻
豆
腐

岡
本
炎
弥
子
（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）

15　

風
く
せ
の
あ
り
て
高
野
に
桜
満
つ

16　

接
待
の
茶
柱
二
本
桜
餅

岩
水　

節
子
（
鳥
取
県
米
子
市
）

17　

高
野
行
く
恋
の
二
人
の
サ
ン
グ
ラ
ス

18　

秋
天
を
突
き
上
げ
高
野
杉
の
鉾

19　

導
け
る
女
人
の
魂
か
黒
揚
羽

20　

今
は
な
き
女
人
禁
制
道
を
し
へ

21　

高
野
よ
り
散
華
の
ご
と
き
う
ろ
こ
雲

22　

蚊
に
刺
さ
れ
こ
れ
よ
り
高
野
人
と
な
る

新
井
た
か
志
（
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
）

23　

皮
剥
の
檜
丸
太
や
青
山
中

24　

護
摩
堂
の
炎
の
気
勢
ひ
若
葉
雨

木
幡　

嘉
子
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

１　

万
緑
や
古
道
詣
で
の
杉
襖

２　

石
畳
踏
む
参
道
の
蟬
し
ぐ
れ

満
田　

三
椒
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

３　

啓
蟄
や
石
庭
に
龍
動
き
出
す

４　

花
吹
雪
屋
根
に
大
き
な
防
火
樽

長
谷　

史
談
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

５　

萬
霊
に
雪
の
使
者
舞
ふ
奥
の
院

６　

奥
高
野
寂
寞
と
し
て
桜
の
芽

野
口　
　

城
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）

７　

余
生
と
は
自
由
と
孤
独
花
万
朶

８　

御
詠
歌
に
法
師
蟬
和
し
高
野
山

中
村　

正
志
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

９　

お
彼
岸
や
廊
に
漏
れ
来
る
南
無
の
経

10　

名
将
の
霊
碑
止
ま
り
木
春
の
鳥

山
本
千
代
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

11　

青
天
を
受
く
朴
の
花
高
野
辞
す

俳 	

句	

│	
高 	

野	

│
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土
江　

祥
元
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）

39　

は
つ
な
つ
や
つ
む
り
美
し
若
き
僧

40　

合
掌
の
頭
に
淡
雪
や
奥
御
廟

前
田　

長
徳
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

41　

源
流
は
大
師
の
山
よ
田
水
張
る

42　

往
昔
の
万
余
の
墓
や
冬
銀
河

田
嶋　

節
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

43　

滴
り
や
ト
ン
ネ
ル
多
き
高
野
線

44　

石
楠
花
や
祈
り
の
長
き
大
師
廟

45　

春
空
に
高
く
積
み
上
げ
無
縁
塚

46　

心
経
の
声
を
一
つ
に
寒
水
行

楠
見
惠
美
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

47　

奥
の
院
拝
み
て
よ
り
の
夏
期
講
習

48　

高
野
へ
と
新
ケ
ー
ブ
ル
や
風
光
る

49　

乗
り
継
ぎ
待
つ
目
の
癒
さ
れ
て
柿
若
葉

50　

乗
り
合
は
す
人
の
行
く
手
も
青
葉
祭

梶
本　

洋
子
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）

51　

西
行
の
愛
で
し
高
野
の
遅
桜

52　

百
坊
を
め
ぐ
り
高
野
の
余
花
に
会
ふ

梶
本　

博
司
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

53　

老
い
杉
に
短
調
の
響
き
虎
落
笛

下
村
ツ
ヤ
子
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）

25　

大
師
の
膳
運
べ
る
僧
や
春
髙
野

26　

彼
岸
会
や
無
冠
の
考
を
讃
へ
合
ふ

太
田　

妙
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

27　

手
摺
持
ち
渡
る
反
り
橋
花
ふ
ぶ
き

28　

乳
型
の
絵
馬
の
光
り
て
寺
の
春

寒
川　

靖
子
（
香
川
県
丸
亀
市
）

29　

花
祭
り
祖
母
は
高
野
を
語
り
継
ぐ

30　

春
高
野
導
べ
を
下
さ
い
大
師
さ
ま

上
野
山
博
子
（
和
歌
山
県
有
田
市
）

31　

上
品
の
風
に
遍
路
の
一
息
つ
き

32　

ケ
ー
ブ
ル
は
塔
の
丹
の
色
雪
高
野

御
前　

弘
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

33　

花
咲
き
て
喜
寿
に
て
詣
る
奥
の
院

34　

一
町
石
歩
き
通
し
て
若
葉
風

津
田　

京
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

35　

白
蝶
の
僧
の
前
へ
と
後
ろ
へ
と

36　

春
光
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
弾
む
声

板
敷　

清
光
（
大
阪
府
泉
南
市
）

37　

女
人
結
界
紛
れ
来
る
蚊
を
た
た
く

38　

も
の
の
ふ
の
苔
む
す
墓
石
皆
涼
し
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54　

杉
若
葉
巨
木
は
無
常
を
受
け
入
れ
ず

55　

入
道
雲
山
越
え
弥
陀
の
刹
那
か
な

56　

雪
高
野
白
き
心
の
教
え
か
な

澤　
　

禎
宣
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

57　

青
い
眼
が
芹
粥
啜
る
坊
の
朝

58　

寒
垢
離
の
異
国
の
僧
の
仁
王
面

石
原　
　

諭
（
岐
阜
県
美
濃
市
）

59　

散
る
花
を
見
上
げ
し
先
の
白
き
月

60　

ウ
グ
イ
ス
の
か
ろ
き
鳴
き
声
高
野
道

玉
井　

瑞
穂
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

61　

天
空
に
滅
罪
浄
化
雉
子
の
声

小
池　

成
功
（
千
葉
県
佐
倉
市
）

62　

花
吹
雪
世
の
安
寧
に
大
師
像

63　

薫
風
や
高
野
二
夜
の
坊
泊
り

椋
本　

望
生
（
大
阪
府
堺
市
）

64　

町
石
や
佇
ち
て
汗
拭
く
三
万
歩

65　

松
蝉
や
杉
の
太
き
を
二
人
し
て

中
島　

紀
生
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

66　

苔
生
せ
る
芭
蕉
の
句
碑
へ
の
雉
の
声

67　

桜
ま
じ
高
野
四
郎
の
声
乗
せ
て

嶋　
　

良
二
（
愛
知
県
日
進
市
）

68　

凍
み
豆
腐
軒
に
ぶ
ら
り
と
風
を
待
つ

69　

秋
霖
や
人
待
ち
顔
の
女
人
堂

林　
　

昌
子
（
福
岡
県
大
牟
田
市
）

70　

香
煙
を
御
廟
へ
誘
ふ
春
の
風

71　

へ
だ
て
な
く
桜
蘂
降
る
た
か
の
や
ま

折
阪　

真
美
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

72　

春
霞
子
鹿
草
食
む
高
野
道

73　

教
会
の
五
色
幕
に
も
春
嵐

船
木　

栄
子
（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

74　

雛
僧
や
若
葉
の
下
で
念
珠
揉
み

75　

俗
離
れ
青
葉
祭
の
高
野
山

福
岡　
　

悟
（
東
京
都
八
王
子
市
）

76　

夏
高
野
六
根
清
浄
堪
へ
て
説
く

77　

雲
井
な
る
八
月
十
五
日
高
野
佇
つ
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参 
詣 
集
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選
者
の
こ
と
ば

水
　
本
　
　
　
光

　

海
南
市
春
日
神
社
主
催
の
世
界
遺
産
「
熊
野
・
高
野
」
の
短
歌
大
会
に
、
多
く
の
詠
草
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
歌
の
場
面
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
感
動
し
つ
つ
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
芸
で
あ
る
短
歌
に
は
、
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
古
き
も

の
を
尊
ぶ
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

作
者
の
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
、
こ
の
「
や
ま
な
み
参
詣
」
集
が
、
今
幼
児
で
あ
る
孫
子

か
ら
も
顧
み
ら
れ
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
紀
州
和
歌
山
の
大
き
な
文
化
財
産
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

さ
び
さ
び
と
熊
野
の
山
の
杉
古
木
う
れ
に
声
す
る
八
咫
烏
か
も

ま
ど
ろ
め
ば
時
代
の
け
ぢ
め
も
あ
ら
な
く
に
杉
の
古
木
の
軋
む
音
す
る

　

若
き
日
の
熊
野
の
旅
で
、
八
咫
烏
の
神
話
を
話
す
翁
と
出
会
い
、
熊
野
の
杜
の
「
古
代
」
を

夢
想
で
き
た
幸
運
を
思
い
出
し
つ
つ
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
健
詠
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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選
者
の
こ
と
ば

杉
　
谷
　
睦
　
生

　

多
く
の
方
の
「
熊
野
・
高
野
」
の
短
歌
に
触
れ
、
私
の
記
憶
の
中
か
ら
様
々
な
シ
ー
ン
が
浮

か
ん
で
来
ま
し
た
。
熊
野
古
道
の
部
分
、
部
分
を
歩
い
た
こ
と
、
高
野
の
宿
坊
で
の
精
進
料
理

を
い
た
だ
い
た
時
の
こ
と
、
護
摩
壇
山
の
雄
大
な
景
色
に
見
と
れ
た
時
の
事
な
ど
あ
り
あ
り
と

思
い
浮
か
ん
で
来
ま
し
た
。

　

海
か
ら
の
花
火
が
あ
が
り
こ
が
す
空
月
も
見
て
い
る
熊
野
絵
巻
を

　

こ
れ
は
、
熊
野
の
浜
で
花
火
を
見
て
感
動
し
た
時
の
私
の
短
歌
で
す
。

　

さ
て
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
短
歌
か
ら
熊
野
・
高
野
を
大
切
に
思
う
熱
い
気
持
ち
を
、
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
和
歌
山
が
誇
る
熊
野
・
高
野
を

「
風
鈴
ま
つ
り
」
を
機
会
と
し
て
、
み
な
さ
ん
と
共
に
、
し
っ
か
り
短
歌
に
詠
ん
で
い
き
た
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。

今
日
も
又
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
の
嫗
あ
り
空
見
て
い
つ
も
笑
み
た
た
え
い
る

赤
き
ら
い
ピ
ン
ク
が
い
い
と
孫
が
言
う
信
号
待
ち
の
い
つ
も
の
主
張
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〈
熊
野
〉
大
　
賞

〈
熊
野
〉
優
秀
賞

神
社
本
庁
統
理
賞	

和
歌
山
県
海
南
市　

倉
本　

郁
子

蒼
茫
と
か
さ
な
る
果
無
山
脈
を
神
さ
び
わ
た
る
夏
ぐ
も
の
影

和
歌
山
県
神
社
庁
長
賞	

福
岡
県
大
牟
田
市　

林　
　

昌
子

那
智
の
滝
わ
が
誦
す
経
の
声
砕
き
萬
珠
の
沫
の
壺
に
沸
き
立
つ

熊
野
本
宮
大
社
賞	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

埴
岡
佳
津
子

熊
野
路
の
空
に
ふ
わ
り
と
春
の
雲
恵
比
寿
顔
な
り
餅
売
る
媼

熊
野
速
玉
大
社
賞	

和
歌
山
県
岩
出
市　

梶
本　

洋
子

熊
野
川
の
瀞
の
深
さ
は
し
ら
ね
ど
も
底
な
き
も
の
の
ご
と
き
真
蒼
さ
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熊
野
那
智
大
社
賞	

静
岡
県
浜
松
市　

河
田　

琴
栄

夾
侍
に
は
杉
の
木
立
を
従
へ
て
那
智
の
御
滝
は
清
け
く
光
る

〈
熊
野
〉
松
代
王
子
賞

	

和
歌
山
県
白
浜
町　

庵
戸
眞
知
子

苔
む
せ
る
石
畳
踏
み
登
り
つ
つ
い
に
し
え
の
世
の
姫
巫
女
に
な
る

	

兵
庫
県
西
脇
市　

大
江　

美
典

熊
野
路
に
楚
々
と
揺
れ
た
り
笹
百
合
は
少
女
の
や
う
に
小
首
傾
げ
て

	

和
歌
山
県
白
浜
町　

木
下　

正
博

大
辺
路
の
風
は
ひ
た
い
の
汗
を
ふ
き
版
築
の
道
に
塩
飴
あ
ま
し

	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

野
入　

博
史

闇
を
裂
き
火
の
滝
駈
け
る
下
り
竜
新
宮
節
は
男
の
勇
み
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〈
熊
野
〉
選
者
賞

水	

本
　
　	

光
　
選	

和
歌
山
県
海
南
市　

倉
本　

郁
子

蒼
茫
と
か
さ
な
る
果
無
山
脈
を
神
さ
び
わ
た
る
夏
ぐ
も
の
影

杉	

谷
　
睦	

生
　
選	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

埴
岡
佳
津
子

熊
野
路
の
空
に
ふ
わ
り
と
春
の
雲
恵
比
寿
顔
な
り
餅
売
る
媼

	

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町　

木
村
い
く
子

麗
し
き
光
よ
風
よ
「
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
」
新
種
め
で
た
く
三
山
染
め
る

	

和
歌
山
県
田
辺
市　

辻
本　

順
子

渡
海
せ
む
僧
の
苦
悩
は
茫
と
し
て
古
道
に
見
る
海
果
て
ま
で
ま
青
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〈
高
野
〉
大
　
賞

〈
高
野
〉
優
秀
賞

神
社
本
庁
統
理
賞	

和
歌
山
県
橋
本
市　

浦
木　

逸
子

青
葉
闇
ぬ
け
て
明
る
き
初
夏
の
高
野
の
空
が
わ
つ
と
現
は
る

和
歌
山
県
神
社
庁
長
賞	

和
歌
山
県
海
南
市　

宮
﨑
ト
シ
ミ

墓
石
群
め
ぐ
る
グ
ル
ー
プ
四
組
の
四
か
国
語
の
響
き
合
い
ゆ
く

高
野
山
金
剛
峯
寺
賞	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

中
尾　

加
代

嬉
し
い
な
高
野
豆
腐
が
ふ
っ
く
ら
と
煮
え
て
母
に
も
届
け
た
く
な
る

丹
生
都
比
売
神
社
賞	

和
歌
山
県
海
南
市　

妻
木
伊
佐
子

雨
あ
が
り
高
野
の
裾
野
に
日
の
さ
し
て
垂
る
る
稲
穂
が
ま
ぶ
し
く
光
る
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〈
高
野
〉
金
剛
院
賞

丹
生
官
省
符
神
社
賞	

和
歌
山
県
橋
本
市　

松
山　

康
子

西
行
の
庵
に
寄
り
添
ふ
妻
子
塚
天
野
の
里
に
永
久
に
息
衝
く

	

大
阪
府
泉
佐
野
市　

岡
本
炎
弥
子

身
を
少
し
寄
せ
雲
水
に
道
ゆ
ず
る
昏
き
高
野
の
時
雨
る
る
中
を

	

和
歌
山
県
湯
浅
町　

兵
野　
　

勉

真
つ
白
な
雪
を
見
せ
度
く
六
歳
の
長
男
連
れ
て
高
野
山
へ
と

	

和
歌
山
県
海
南
市　

杉
本　

靜
子

薄
墨
の
杉
木
立
よ
り
新
月
は
明
か
り
く
れ
た
り
高
野
の
た
そ
が
れ

	

和
歌
山
県
海
南
市　

森
田
瑠
璃
子

禁
解
か
れ
観
光
バ
ス
の
着
く
山
を
彼
の
石
童
丸
に
知
ら
せ
た
し
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大
阪
府
茨
木
市　

𠮷
田　

美
子

真
夜
覚
め
て
高
野
の
月
を
仰
ぎ
み
る
大
師
も
ご
覧
か
こ
の
青
き
月

	

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

松
田　

容
典

赤
衣
を
纏
い
隊
列
読
経
す
る
高
野
の
僧
の
頭
光
れ
り

〈
高
野
〉
選
者
賞

水	

本
　
　	

光
　
選	

和
歌
山
県
橋
本
市　

松
山　

康
子

西
行
の
庵
に
寄
り
添
ふ
妻
子
塚
天
野
の
里
に
永
久
に
息
衝
く

杉	

谷
　
睦	

生
　
選	

和
歌
山
県
海
南
市　

森
田
瑠
璃
子

禁
解
か
れ
観
光
バ
ス
の
着
く
山
を
彼
の
石
童
丸
に
知
ら
せ
た
し
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１　

古
希
に
な
り
再
び
熊
野
に
詣
で
む
と
夫
と
息
子
の
後
ひ
た
す
ら
歩
く 

庵
戸
眞
知
子
（
和
歌
山
県
白
浜
町
）

２　

黙
々
と
歩
く
背
中
が
語
り
出
す
こ
の
坂
越
す
と
下
り
坂
な
り

３　

苔
む
せ
る
石
畳
踏
み
登
り
つ
つ
い
に
し
え
の
世
の
姫
巫
女
に
な
る

４　

む
き
出
し
た
大
木
の
根
を
踏
み
し
め
て
古
道
の
道
は
果
て
な
く
続
く

５　

囀
り
が
徐
々
に
は
っ
き
り
聞
こ
え
来
る
牛
馬
童
子
の
柔
和
な
笑
顔

６　

不
寝
王
子
路
傍
の
石
仏
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な
顔
で
我
を
仰
う
る

７　

菅
笠
を
奈
久
地
王
子
の
祠
に
も
供
え
祠
り
し
優
し
き
心 

橋
本　

𠮷
信
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

８　

古
道
沿
い
王
子
社
廻
る
人
の
群
歴
史
に
ふ
れ
て
盛
衰
知
り
ぬ

９　

藤
白
の
峠
登
り
て
地
蔵
寺
は
今
も
ひ
っ
そ
り
参
詣
を
待
つ

10　

呼
び
上
げ
の
地
蔵
輝
や
き
津
波
よ
り
逃
げ
場
教
え
て
人
助
け
せ
し

11　

熊
野
路
に
楚
々
と
揺
れ
た
り
笹
百
合
は
少
女
の
や
う
に
小
首
傾
げ
て 

大
江　

美
典
（
兵
庫
県
西
脇
市
）

12　

石
畳
は
し
た
た
る
汗
に
色
を
変
へ
み
ど
り
の
風
の
過
ぎ
ゆ
く
を
待
つ

13　

英
国
の
春
の
寒
さ
に
う
つ
む
け
る
房
の
小
桜
熊
野
路
に
咲
く 

尾
崎　

元
昭
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

14　

汗
ふ
き
て
熊
野
ふ
る
道
共
に
行
き
し
作
曲
の
師
よ
瀧
に
偲
ば
る

15　

月
と
星
の
明
る
さ
競
う
石
畳
に
黒
き
影
落
と
す
眠
れ
る
杉
が 

瀬
戸
内　

光
（
山
口
県
光
市
）

16　

あ
ま
た
年
か
く
在
り
経
つ
つ
大
門
の
杉
の
大
樹
は
天
を
侵
さ
ず

17　

た
た
な
ず
く
熊
野
三
千
六
百
峰
護
摩
壇
山
の
眺
望
に
酔
う 

倉
本　

郁
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

18　

蒼
茫
と
か
さ
な
る
果
無
山
脈
を
神
さ
び
わ
た
る
夏
ぐ
も
の
影

19　

軒
下
に
吊
す
「
う
ど
ん
」
の
布
褪
せ
て
湯
の
峯
の
里
春
近
づ
き
ぬ 

埴
岡
佳
津
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

20　

熊
野
路
の
空
に
ふ
わ
り
と
春
の
雲
恵
比
寿
顔
な
り
餅
売
る
媼

短 	

歌	

│	
熊 	

野	

│
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21　

霊
峰
の
滝
な
る
那
智
の
水
真
白
災
害
時
の
魂
鎮
め
ひ
た
落
つ 

高
岡　

淳
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

22　

先
が
け
て
咲
く
こ
の
樹
々
は
里
び
と
の
「
熊
野
桜
」
と
言
へ
り
眺
め
つ

23　

前
鬼
駈
け
後
鬼
追
ひ
ゆ
く
奥
駈
け
に
霊
気
し
ん
し
ん
と
鈴
の
音
を
呼
ぶ 

森
元　

輝
彦
（
山
口
県
周
南
市
）

24　

茂
吉
ゆ
き
文
明
が
尋
ね
し
熊
野
路
の
清
水
を
汲
み
て
渇
き
を
癒
す

25　

市
街
地
を
通
り
抜
き
た
る
わ
が
湯
浅
熊
野
詣
の
要
衝
な
り
き 

兵
野　
　

勉
（
和
歌
山
県
湯
浅
町
）

26　

紀
伊
の
山
越
へ
て
癒
し
の
本
宮
へ
熊
野
の
森
は
い
つ
に
や
さ
し
く

27　

ぐ
ら
ぐ
ら
と
夏
の
雲
わ
く
雲
取
の
風
は
ご
ち
そ
う
汗
は
し
た
た
り 

木
下　

正
博
（
和
歌
山
県
白
浜
町
）

28　

大
辺
路
の
風
は
ひ
た
い
の
汗
を
ふ
き
版
築
の
道
に
塩
飴
あ
ま
し

29　

一
方
杉
何
を
念
ひ
て
熊
野
向
く
エ
ン
ゼ
ル
の
ご
と
吾
に
羽
生
え
む
か 

杉
本　

靜
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

30　

そ
の
昔
癒
し
の
く
に
へ
蟻
の
ご
と
熊
野
詣
は
今
も
か
は
ら
ず

31　

古
き
世
の
女
人
は
命
賭
し
歩
む
熊
野
古
道
に
金
髪
「
ハ
ー
イ
」 

野
入　

博
史
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

32　

闇
を
裂
き
火
の
滝
駈
け
る
下
り
竜
新
宮
節
は
男
の
勇
み

33　

信
仰
の
古
道
を
行
け
ば
宗
教
と
無
縁
に
生
き
来
し
身
に
迫
る
も
の 

木
下　

晴
生
（
京
都
府
京
都
市
）

34　

ニ
ン
ゲ
ン
を
捨
て
た
く
熊
野
の
石
畳
秋
の
深
き
へ
独
り
分
け
入
る 

利
長
さ
だ
お
（
山
口
県
光
市
）

35　

吉
野
山
の
桜
に
絵
心
拾
い
き
て
ピ
ン
ク
の
絵
の
具
ひ
と
つ
買
い
足
す

36　

降
り
や
み
て
杉
の
香
高
き
洞
川
の
宿
の
夕
餉
の
虹
鱒
の
膳 

清
水　

良
郎
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

37　

あ
か
あ
か
と
杉
の
丸
太
が
埋
め
尽
く
し
も
う
夏
近
き
上
市
の
木
場

38　

藤
白
の
御
坂
喘
ぎ
つ
ま
た
一
歩
峰
に
地
蔵
の
呼
ぶ
を
頼
り
に 

川
久
保
早
苗
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

39　

長
く
延
ぶ
王
子
ケ
浜
も
半
ば
来
て
波
音
聞
き
つ
つ
夫
と
昼
と
る

40　

山
深
く
入
り
来
て
見
張
る
那
智
の
滝
光
の
束
を
空
に
掛
け
た
り 

梶
本　

洋
子
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）

41　

熊
野
川
の
瀞
の
深
さ
は
し
ら
ね
ど
も
底
な
き
も
の
の
ご
と
き
真
蒼
さ

42　

夾
侍
に
は
杉
の
木
立
を
従
へ
て
那
智
の
御
滝
は
清
け
く
光
る 

河
田　

琴
栄
（
静
岡
県
浜
松
市
）

43　

夏
木
立
古
道
ゆ
く
影
絶
え
ぬ
れ
ば
熊
野
の
灘
の
潮
騒
ば
か
り

44　

麗
し
き
光
よ
風
よ
「
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
」
新
種
め
で
た
く
三
山
染
め
る 

木
村
い
く
子
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）
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45　

露
か
を
る
熊
野
古
道
を
一
歩
づ
つ
奥
へ
奥
へ
と
補
陀
落
浄
土

46　

雨
し
ぶ
き
海
鳴
り
あ
し
た
神
々
の
大
音
声
は
み
熊
野
に
満
つ 

辻
本　

順
子
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

47　

渡
海
せ
む
僧
の
苦
悩
は
茫
と
し
て
古
道
に
見
る
海
果
て
ま
で
ま
青

48　

鬱
蒼
た
る
熊
野
古
道
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
心
に
し
ん
し
ん
完
歩
し
得
た
り 

大
沼
二
三
枝
（
山
形
県
鶴
岡
市
）

49　

石
の
段
木
の
根
の
道
の
一
歩
ご
と
無
に
な
り
ゆ
く
か
熊
野
古
道
は

50　

笑
み
う
か
べ
わ
ら
べ
走
ら
む
鬼
ヶ
城
光
か
が
や
く
海
な
が
め
て
る 

安
田　
　

紫
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）

51　

山
さ
け
ぶ
春
を
感
じ
る
こ
の
よ
き
日
峠
を
こ
え
て
わ
れ
の
地
に
つ
く

52　

熊
野
古
道
自
然
の
空
を
目
に
受
け
て
太
古
か
ら
成
る
長
き
道
か
な

53　

貝
の
宝
そ
れ
を
手
に
し
た
よ
ろ
こ
び
を
峠
へ
お
い
て
風
と
旅
す
る

54　

つ
ぼ
湯
に
て
体
清
め
て
散
策
す
熊
野
古
道
は
夜
の
秋
な
り 

六
月
朔
日
光
（
福
岡
県
福
岡
市
）

55　

貝
殻
の
風
鈴
の
音
か
オ
オ
ヤ
ン
マ
熊
野
古
道
の
宙
に
伺
う　

56　

熊
野
権
現
言
い
伝
え
信
不
信
貴
賤
を
問
わ
ず
不
浄
も
嫌
わ
ず 

原　

ひ
ろ
し
（
大
分
県
国
東
市
）

57　

石
畳
妻
と
手
を
取
り
緑
陰
の
熊
野
古
道
の
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス

58　

九
年
前
か
る
く
上
り
し
大
門
坂
杖
つ
き
巡
る
喜
寿
の
祝
い
に 

上
田　

康
彦
（
千
葉
県
四
街
道
市
）

59　
「
ス
ト
ラ
イ
ク
」
ア
ン
パ
イ
ヤ
ー
の
声
聞
こ
ゆ
拍
手
を
お
く
る
ス
マ
ホ
の
孫
に

60　

那
智
の
滝
わ
が
誦
す
経
の
声
砕
き
萬
珠
の
沫
の
壺
に
沸
き
立
つ 

林　
　

昌
子
（
福
岡
県
大
牟
田
市
）

61　

訪
ね
来
し
青
岸
渡
寺
の
観
音
に
二
十
歳
で
逝
き
し
母
を
恋
し
き

62　

満
を
持
し
行
き
つ
戻
り
つ
熊
野
路
に
立
つ
を
見
す
て
て
身
を
任
せ
た
り 

福
岡　
　

悟
（
東
京
都
八
王
子
市
）

63　

つ
れ
づ
れ
に
今
旅
に
出
よ
思
索
せ
よ
そ
こ
は
か
と
な
く
風
や
と
く
ら
む

64　

土
を
踏
み
風
に
聞
き
行
き
人
に
遇
い
熊
野
古
道
に
昔
を
偲
ぶ 

松
田　

容
典
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

65　

山
並
に
幾
重
の
雲
の
た
な
び
き
て
熊
野
古
道
は
遥
か
そ
の
下 



− 27 −

短 	

歌	

│	
高 	

野	

│

１　

西
行
の
庵
に
寄
り
添
ふ
妻
子
塚
天
野
の
里
に
永
久
に
息
衝
く 

松
山　

康
子
（
和
歌
山
県
橋
本
市
）

２　

朗
朗
と
声
明
響
き
霊
山
に
生
き
と
し
生
け
る
物
に
染
み
入
る

３　

托
鉢
の
青
年
僧
の
悴
み
し
手
に
鍚
杖
の
健
気
に
振
り
ぬ

４　

風
雨
に
も
消
へ
る
事
な
き
燈
明
は
未
来
を
照
ら
す
衆
生
の
命

５　

石
塔
婆
導
か
れ
つ
つ
大
門
に
近
付
く
程
に
我
の
小
さ
き

６　

霊
山
へ
町
石
道
を
ひ
た
登
る
い
に
し
へ
人
の
鼓
動
聴
く
為

７　

千
歳
越
え
御
大
師
様
の
御
心
に
深
く
抱
か
れ
無
事
を
祈
り
ぬ 

橋
本　

𠮷
信
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

８　

高
野
山
大
師
の
御
坐
す
奥
の
院
敷
石
づ
た
い
に
雪
融
け
残
る

９　

す
れ
違
ふ
一
人
遍
路
に
会
釈
し
て
我
も
結
願
あ
し
び
咲
く
日
に 

岡
本
炎
弥
子
（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）

10　

身
を
少
し
寄
せ
雲
水
に
道
ゆ
ず
る
昏
き
高
野
の
時
雨
る
る
中
を

11　

五
十
年
を
経
て
再
訪
の
高
野
山
数
多
の
墓
碑
に
心
締
り
ぬ 

篠
原　

基
修
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）

12　

五
十
年
を
経
て
再
訪
の
高
野
山
青
春
の
夢
今
蘇
る

13　

嬉
し
い
な
高
野
豆
腐
が
ふ
っ
く
ら
と
煮
え
て
母
に
も
届
け
た
く
な
る 

中
尾　

加
代
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

14　

眺
め
入
る
蟠
龍
庭
に
う
ん
う
ん
と
頷
く
外
人
吾
よ
り
偉
い

15　

高
野
山
を
越
へ
て
修
行
の
小
辺
路
道
悟
り
求
め
つ
本
宮
に
降
る 

兵
野　
　

勉
（
和
歌
山
県
湯
浅
町
）

16　

真
つ
白
な
雪
を
見
せ
度
く
六
歳
の
長
男
連
れ
て
高
野
山
へ
と

17　

え
り
も
と
の
寒
さ
に
午
前
五
時
覚
め
る
空
耳
の
よ
う
な
勤
行
を
聴
き 

木
下　

正
博
（
和
歌
山
県
白
浜
町
）

18　

空
海
の
三
鈷
の
松
に
幸
運
の
落
葉
を
君
と
さ
が
す
秋
の
日

19　

空
海
を
追
体
験
し
し
た
る
と
ふ
千
住
博
襖
絵
み
ご
と 

杉
本　

靜
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

20　

日
本
の
美
極
め
世
界
の
美
拓
か
む
あ
っ
と
息
の
む
滝
断
崖
図
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21　

金
剛
峯
寺
奉
納
襖
絵
滝
断
崖
図
和
歌
山
県
の
誇
り
と
な
ら
む

22　

薄
墨
の
杉
木
立
よ
り
新
月
は
明
か
り
く
れ
た
り
高
野
の
た
そ
が
れ

23　

人
生
を
迷
い
な
く
来
て
信
仰
を
頼
み
に
生
き
る
人
の
群
れ
見
る 

木
下　

晴
生
（
京
都
府
京
都
市
）

24　

天
空
の
大
日
如
来
か
が
よ
へ
ば
高
野
の
水
ぞ
原
爆
の
日
に 

福
岡　
　

悟
（
東
京
都
八
王
子
市
）

25　

霊
峰
の
み
ほ
と
け
ご
こ
ろ
さ
や
さ
や
に
散
ら
ぬ
か
げ
さ
へ
に
ご
り
に
し
ま
ぬ

26　

町
石
道
狭
し
と
著
莪
の
咲
き
乱
れ
夕
風
ほ
の
か
に
ゆ
ら
し
す
ぎ
ゆ
く 

妻
木
伊
佐
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

27　

雨
あ
が
り
高
野
の
裾
野
に
日
の
さ
し
て
垂
る
る
稲
穂
が
ま
ぶ
し
く
光
る

28　

大
師
恋
ふ
資
格
無
き
身
と
思
ひ
つ
つ
只
只
願
ふ
命
の
浄
化 

野
入　

博
史
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

29　

夕
べ
は
や
高
野
の
山
辺
木
闇
濃
く
消
さ
ぬ
火
の
前
額
づ
き
願
ふ

30　

初
詣
札
所
に
拜
す
大
師
さ
ま
同
じ
み
姿
高
野
に
偲
ぶ 

寒
川　

靖
子
（
香
川
県
丸
亀
市
）

31　

菜
の
花
の
埋
め
る
遍
路
道
を
行
く
高
野
の
春
を
思
い
描
き
つ

32　

杉
木
立
覆
う
高
野
の
苔
冷
え
て
並
ぶ
墓
石
に
陽
の
折
れ
て
射
す 

松
原　

寿
子
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

33　

巡
る
忌
へ
君
恋
う
心
濡
ら
し
ゆ
き
香
華
を
手
向
け
し
ば
し
語
ら
ん

34　

バ
ス
停
に
忘
れ
置
き
し
は
傘
二
本
高
野
の
山
へ
供
え
物
と
す 

野
村　

貞
江
（
山
口
県
周
南
市
）

35　

石
塔
に
槙
を
供
え
し
参
道
は
争
い
し
武
士
互
い
に
眠
る

36　

乗
り
合
は
す
遍
路
姿
は
高
野
へ
か
一
人
旅
ら
し
会
話
も
接
待 

川
久
保
早
苗
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

37　

上
り
来
て
弁
天
岳
の
頂
に
憩
へ
ば
ガ
イ
ド
の
柿
馳
走
く
る

38　

松
若
の
哀
話
伝
う
る
高
野
山
女
僧
し
ず
し
ず
歩
み
て
ゆ
け
り 

森
田
瑠
璃
子
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

39　

禁
解
か
れ
観
光
バ
ス
の
着
く
山
を
彼
の
石
童
丸
に
知
ら
せ
た
し

40　

春
の
雪
踏
み
つ
つ
運
ば
る
「
生
身
供
」
黄
色
の
法
衣
木
立
に
映
ゆ
る 

木
村
い
く
子
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
）

41　

脈
脈
と
続
く
大
師
の
「
生
身
供
」
御
廟
に
息
衝
く
声
を
聞
か
ん
か

42　

墓
石
群
め
ぐ
る
グ
ル
ー
プ
四
組
の
四
か
国
語
の
響
き
合
い
ゆ
く 

宮
﨑
ト
シ
ミ
（
和
歌
山
県
海
南
市
）

43　

存
在
を
示
す
が
ご
と
く
山
桜
点
点
と
咲
く
山
里
の
春

44　

朝
霧
は
高
野
の
峰
を
と
り
囲
み
天
空
目
指
す
白
龍
と
な
る 

浦
木　

逸
子
（
和
歌
山
県
橋
本
市
）
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45　

青
葉
闇
ぬ
け
て
明
る
き
初
夏
の
高
野
の
空
が
わ
つ
と
現
は
る

46　

よ
ど
み
な
く
朝
餉
に
う
つ
る
丸
ぼ
う
ず
ど
う
か
そ
の
ま
ま
幼
子
の
ま
ま 

菅
野　

耕
史
（
和
歌
山
県
岩
出
市
）

47　

高
知
る
や
天
の
御
影
に
赤
が
散
る
色
あ
せ
は
せ
ぬ
巨
門
の
よ
う
で

48　

雪
の
日
に
凍
豆
腐
を
宿
坊
で
食
ふ
そ
の
人
の
桃
色
の
頬

49　

玉
鉾
の
石
道
駆
け
て
遊
ぶ
ち
ご
な
く
も
笑
う
も
仏
が
見
守
る

50　

弥
勒
石
持
ち
上
げ
し
よ
り
重
き
も
の
溜
ま
り
ゐ
る
胸
の
軽
く
な
り
ゆ
く 

𠮷
田　

美
子
（
大
阪
府
茨
木
市
）

51　

奥
の
院
の
苔
む
す
墓
に
歳
晩
の
雪
の
穏
し
く
満
た
し
て
ゆ
け
り

52　

真
夜
覚
め
て
高
野
の
月
を
仰
ぎ
み
る
大
師
も
ご
覧
か
こ
の
青
き
月

53　

脈
々
と
高
野
の
杉
は
根
を
交
は
し
大
師
の
お
は
す
御
園
を
守
る

54　

故
郷
の
墓
じ
ま
い
せ
し
そ
の
足
で
高
野
に
参
る
春
雨
の
な
か 

上
田　

康
彦
（
千
葉
県
四
街
道
市
）

55　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
破
り
て
出
で
し
ツ
ク
シ
ン
ボ
待
ち
か
ね
し
か
り
新
元
号
を

56　

赤
衣
を
纏
い
隊
列
読
経
す
る
高
野
の
僧
の
頭
光
れ
り 

松
田　

容
典
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

57　

朝
ま
だ
き
目
深
に
桧
笠
か
ぶ
り
高
野
聖
の
山
下
り
ゆ
く 
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風
鈴
ま
つ
り
〔
短
歌
・
俳
句
会
〕
募
集

春
日
万
葉
の
森
歌
垣（
短
歌・俳
句
）大
会
募
集

第 

二
十
二 

回
大
　
会
　
要
　
項

　

短
冊
に
短
歌
や
俳
句
が
書
か
れ
た
風
鈴
が
、
春
日
神
社
拝
殿
一
面

に
吊
る
さ
れ
、
短
歌
・
俳
句
な
ど
の
芸
能
上
達
祈
願
や
色
々
な
願
い

ご
と
が
祈
願
さ
れ
る
ま
つ
り
で
す
。

［
応
募
要
項
］

●
応
募
締
切　

令
和
元
年
八
月
五
日
頃
迄
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

風
鈴
の
短
冊
に
作
品
と
氏
名
を
書
き
事
務
局
宛
に

風
鈴
と
共
に
郵
送
下
さ
い
。

●
展
示
期
間　

八
月
一
日
〜
八
月
十
五
日

●
展
示
場
所　

春
日
神
社
拝
殿

　

今
年
の
夏
も
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
賜
わ
り
度
く
、
皆
々
様
の

ご
出
品
を
心
よ
り
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

出
品
者
全
員
に
短
歌
・
俳
句
作
品
集
「
風
鈴
ま
つ
り
」
を
贈
呈
。

事
務
局　

〒
六
四
二
|
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
|
一

春
日
神
社
社
務
所
（
三
上
）
宛

電
話　

〇
七
三
|
四
八
三
|
七
五
四
七

●
募
集
内
容　
　

四
季
を
通
じ
た
作
品
で
内
容
は
自
由
。（
未
発
表
の
も
の
）

●
応
募
規
定　
　

用
紙
（
Ａ
４
）
右
半
分
に
作
品

｛
一
組
（
二
首
又
は
二
句
）｝
＝
三
組
ま
で
可

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
令
、

性
別
、
電
話
番
号
を
楷
書
で
記
入
。

●
応
募
締
切　
　

令
和
二
年
二
月
〜
四
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
参 

加 

料　
　

二
首
又
は
二
句
（
一
組
）
一
、〇
〇
〇
円

現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
定
額
小
為
替
で
作
品
と
と
も
に
同
封
。

（
切
手
不
可
）

●
応 

募 

先　
　

〒
六
四
二
|
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
|
一

（
春
日
神
社
社
務
所
内　

三
上　

宛
）

「
春
日
万
葉
の
森
歌
垣
大
会
」
事
務
局
ま
で
。

☎
〇
七
三
|
四
八
三
|
七
五
四
七

●
　 

賞 

　　
　

大　

賞
（
短
歌
俳
句
各
一
名
）
…
賞
状
＋
楯

優
秀
賞
（
短
歌
俳
句
各
三
名
）
…
賞
状
＋
楯

人
麿
賞
・
一
入
子
賞
…
賞
状

（
作
品
集
「
神
奈
備
」
一
冊
を
贈
呈
）
全
作
品
収
録

●
選
　
　
者　
　
（
短
歌
の
部
）　

石
井　

和
子
、
井
谷
ま
さ
み
ち
、
唐
津
麻
貴
子

（
俳
句
の
部
）　

笠
野　

千
居
、
小
阪　

南
枝
、
鳥
井　

保
和

（
五
十
音
順
）

右
記
の
賞
と
は
別
に
選
者
賞
有
り

●
発
　
　
表
　
　
風
鈴
ま
つ
り
（
八
月
一
日
〜
十
五
日
）
に
て
発
表
。
受
賞
者

に
通
知
し
ま
す
。
応
募
者
全
員
に
作
品
集
「
神
奈
備
」
を
贈

呈
し
ま
す
。



　
お
か
げ
様
で
今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て
第
十
四
回
目
の
短
歌
・
俳
句
作
品
集
を
こ
こ
に
送
り
出

す
こ
と
が
出
来
、心
よ
り
皆
々
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
に
お
誘
い
を
い
た
だ
き
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
作
品
集
は
、
東
京
の
国
立
国
会
図
書
館
・
日
本
現

代
詩
歌
文
学
館
並
び
に
和
歌
山
県
立
図
書
館
、
同
紀
南
分

館
に
納
本
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
全
作
品
は
春
日
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
元
年
八
月
一
日
発
行

海
南
古
道
ま
つ
り

第
十
四
回
「
熊
野
・
高
野
」
短
歌
・
俳
句
大
会

【
事
務
局
】
〒
六
四
二
|
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
|
一

春
日
神
社
社
務
所
内
（
三
上
）

電
話
〇
七
三
（
四
八
三
）
七
五
四
七

http://kasuga-kainan2.com
/

「
熊
野
・
高
野
」短
歌・俳
句
大
会
作
品
募
集

第 
十
五 

回

●
募
集
内
容
　
熊
野
の
部
（
熊
野
古
道
関
連
）
＝
六
点
ま
で
。

高
野
の
部
（
高
野
山
、
高
野
街
道
関
連
）
＝
六
点
ま
で
。

（
合
計
十
二
点
ま
で
。
未
発
表
作
品
。
楷
書
で
丁
寧
に
。）

原
稿
用
紙
ま
た
は
便
箋
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
。

●
出 

点 

料
　
二
点
（
一
組
）
千
円
（
作
品
に
同
封
。
切
手
不
可
。）

●
応
募
締
切
　
令
和
二
年
三
月
〜
五
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応 

募 

先
　
〒
六
四
二
|
〇
〇
二
二

和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
五
七
七
|
一
（
春
日
神
社
内
）

「
熊
野
・
高
野
」
短
歌
・
俳
句
大
会
係

☎
〇
七
三
|
四
八
三
|
七
五
四
七

●
選
　
　
者
　（
短
歌
の
部
）　
水
本
　
光
・
杉
谷
睦
生

（
俳
句
の
部
）　
桑
島
啓
司
・
木
下
敦
子

●
　 

賞 

　
　【
熊
野
の
部
】　
神
社
本
庁
統
理
賞
＝
一
名

和
歌
山
県
神
社
庁
長
賞
＝
一
名

熊
野
本
宮
大
社
賞
＝
各
一
名

熊
野
速
玉
大
社
賞
＝
各
一
名

熊
野
那
智
大
社
賞
＝
各
一
名

松
代
王
子
賞
＝
各
若
干
名

【
高
野
の
部
】　
神
社
本
庁
統
理
賞
＝
一
名

和
歌
山
県
神
社
庁
長
賞
＝
一
名

高
野
山
金
剛
峯
寺
賞
＝
各
一
名

丹
生
都
比
売
神
社
賞
＝
各
一
名

丹
生
官
省
符
神
社
賞
＝
各
一
名

金
剛
院
賞
＝
各
若
干
名

●
発
　
　
表
　
風
鈴
ま
つ
り
（
八
月
一
日
〜
十
五
日
）
に
て
発
表
。
受
賞

者
に
通
知
し
ま
す
。
応
募
者
全
員
に
作
品
集
「
や
ま
な
み

参
詣
」
を
贈
呈
し
ま
す
。（
表
彰
式
は
八
月
一
日
）

※
熊
野
の
部
と
高
野
の
部
を
同
じ
用
紙
に
書
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。



海
南
古
道
ま
つ
り

平安衣装を
着てみませんか！

カメラで
写そう！！

春日神社で平安衣装が無料で貸し出されます。
平安衣装を身にまとい、当時に思いをはせながら散策したり、
写真撮影などをお楽しみください。

※ご都合の良い時間に皆様お誘い合わせの上お越しください。
※カメラは各自でご持参ください。
※雨天の場合は中止とさせていただきます。

保健所●

桜並木

●コンビニ

●コンビニ

●海南高校

体
育
館
●

●
駐
車
場

わ
ん
ぱ
く
公
園

海
南
東
イ
ン
タ
ー

阪
和
自
動
車
道

日
方
川

春
日
橋

●青木金物

案内板

●コンビニ

春日神社へは
●阪和自動車道・海南東インター降東へ3分
●JR海南駅徒歩15分
●JR海南駅オレンジバス「大野中」徒歩5分

家族全員で平安衣装を身にまとい
七五三詣・十三参り。

十三参りとは…

とき

ところ

11/2　・3土 日

春日神社
●お申し込み不要
●参加費無料
●男女（大人用・子ども用有）

お問い合わせ

海南市大野中577-1
春日神社

TEL.073-483-7547

午後1時30分～4時まで（雨天中止）

（七五三詣・十三参りにもご利用できます。）
じゅう  さん  まい

七五三詣・十三参り
にもご利用できます。

じゅう　さん　 まい

13才の年頃は、身体的にも精神的にも
変化する大人になる入口です。めでたい
この時のお祝いと無事に成長するよう
にと祈るまつりです。Ｊ

Ｒ
海
南
駅

370


